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はじめに──恒藤恭シンポジウムの経過──

































































































　（3）　拙稿 ｢ 恒藤恭の時代認識と進歩への祈願 ｣（『大阪市立大学史紀要』第 6 号、2013 年 10 月）参照。
シンポジウム「戦争の世紀と恒藤恭の平和主義」 33
（2）恒藤研究における文学的アプローチの重要性
　恒藤の平和主義を深く理解するためには、「人間恒藤」を研究しなければならない。若き日
の恒藤が「文学青年」であったことや、法哲学の道に進んでからも「文芸」による深い思想表
現を続けたことを考えれば、文学研究の方法によって恒藤を研究することが恒藤の全体像を把
握するうえできわめて有効であり、不可欠でもある。本シンポジウムは、関口安義、上田博、
村田正博の各氏らが、文学研究者として最初から参加して学際的な共同研究を積み重ね、大き
な成果をあげてきた。
　今回、奥野久美子氏が芥川研究の第一線の若手研究者として報告者に加わった。奥野氏は、
恒藤と芥川龍之介それぞれの日露戦争体験やトルストイとの出会いの具体的様相に光をあて、
若き日の恒藤の「戦争と平和」に関する認識の特徴を説得力をもって明らかにし、今後の恒藤
の文学的側面からの研究に大きな可能性を示唆した。
　上田氏のコメントは、奥野氏に対するだけでなく、本シンポジウム全体に対するコメントで
もあった。上田氏の問題意識には、恒藤が生涯にわたって〈国家〉の〈無化〉という問題を探
究した〈思想家〉であったという問題意識がある。上田氏はそのことをさまざまな文学的方法
で追究してみせ、今回、その一つの総括を提示したといえよう。上田氏の恒藤論で見落とせな
い点は、恒藤の文学的表現の奥に恒藤の世界全体に関する哲学的、社会科学的認識が横たわっ
ていることはいうまでもないが、上田氏は、その恒藤の世界認識の核心を、独創的な文学的方
法で析出、提示することによって、私たちの学際的共同研究全体に大きな刺激を与えてきたこ
とである。
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